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亀山市教育委員会２月定例会会議録 

１．日 時  

平成３１年２月２２日（金）午後１時開会 

 

２．場 所 

亀山市役所本庁舎３階 大会議室 

 

３．出席委員 

教 育 長      服 部   裕 

１番委員   太 田 淳 子 

２番委員   若 林 喜美代 

３番委員   大 萱 宗 靖 

４番委員   宮 村 由 久 

 

４．欠席委員 

なし 

 

５．議事参与者 

教育部長                             草 川 吉 次 

教育総務課長（以下総務課長という。）       原 田 和 伸 

学校教育課長（以下学校課長という。）      西 口 昌 毅 

参事（兼）生涯学習課長（以下参事生課長という。）亀 山   隆 

図書館長                    井 上 香代子 

子ども未来課長（以下子ども課長という。）    宇 野   勉 

学校教育課主幹兼学事教職員グループリーダー（以下学事ＧＬという）   高 宮 綾 子 

学校教育課主幹兼教育研究グループリーダー（以下教研ＧＬという）   西 田 浩 司 

学校教育課主幹兼教育支援グループリーダー（以下教支ＧＬという）   平 野 朋 希 

生涯学習課社会教育グループリーダー（以下生社ＧＬという）   小 坂 博 文 

教育総務課主幹（兼）教育総務グループリーダー(書記）（以下総務ＧＬという。）  草 川 正 富 

教育総務課教育総務グループ主査（書記）     西 口 幸 伸 
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６．議席の決定について  

教育長 委員の改任があったので、亀山市教育委員会会議規則第３条第

１項に基づき議席を決定するため、くじ引きを行う。 

（くじにて議席を決定し、各委員は議席順に着席） 

 

７．教育長職務代理者の指名について  

教育長 

総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

教育長職務代理者の指名について、事務局の説明を求める。 

教育長職務代理者の指名につきましては、地方教育行政の組織

及び運営に関する法律第１３条第２項の規定に基づき、「教育長

に事故があるとき、または教育長が欠けたときは、あらかじめそ

の指名する委員がその職務を行う。」とあり、また、亀山市教育

委員会教育長の職務を代理する者の指名に関する規則第２条第１

項において「教育長は、教育委員会の会議において、教育長また

は委員の改選ごとに職務代理者を指名するものとする。」とあり

ますので、教育長から職務代理者の指名をお願いします。 

それでは、亀山市教育委員会教育長の職務を代理する者の指名

に関する規則第２条第１項の規定により、教育長職務代理者に宮

村委員を指名する。 

（宮村委員承認） 

（辞令交付） 

 

８．会議録署名者指名 

   １番委員（太 田 淳 子 委員） 

   ２番委員（若 林 喜美代 委員） 

 

９．教育長報告 

教育長 

 

 

 

 

 

２２日、Ｂ＆Ｇ全国サミットは、Ｂ＆Ｇ施設を持つ自治体の長

及び教育長が東京で一堂に会し、情報交換や学習会が行われた。

このサミットは、出席することでポイントが付与される仕組みで

ある。また、子ども健全大使に酒井法子氏が指名された。 

２９日、いじめ問題対策連絡協議会は、関係機関がいじめ防止

に向けた情報交換を行った。 
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３１日、インターハイ実行委員会とともに、国体準備委員会・

実行委員会が開催された。 

２月１日、太田委員、宮村委員にも参加いただいた亀山東小学

校の全国小学校英語教育実践研究大会の公開発表が行われた。 

翌日には四日市市で県大会が行われた。 

５日、学校訪問は各委員ご出席いただき感謝申し上げる。 

６日、関宿伝統的建造物群保存地区保存審議会は次年度に向け

てどういった建造物を保存していくかの議論であった。 

８日、カリキュラムマネジメント検討会議は、国立教育政策研

究所の事業であり、小学校英語教育を亀山市において先行実施し

てきたところであるが、この会議をもって２年間の事業を終える

こととなった。 

１０日、駅伝競走大会で出場者の激励を行い、ＫＩＦＡＭＩＧ

Ｏ２０１９で挨拶を行った。 

１１日、図書館市民ワークショップに太田委員、宮村委員に出

席いただいた。講義方式で豊橋市の先進事例の説明があった。 

１６日、市植樹祭や駅伝団結式に出席し、激励の言葉や祝辞を

述べた。 

１７日、図書館祭り、中央公民館の成果発表に参加したが、ど

ちらも大変好評であった。次年度以降も期待している。 

１８日、社会教育委員会は子育て家庭への提案ということで、

お茶の間をイメージしたお茶の間１０選をまとめている。 

１９日、亀山駅周辺整備事業特別委員会に出席して、駅前周辺

整備事業と図書館建設事業が連携協議をしてきた経過の説明があ

った。地域まちづくり協議会推進会議は、城東地区コミュニティ

センターをどうするか、今後、２２ある地域まちづくり協議会の

取組をどう支援していくかという議題であった。 

２０日、ＡＬＴの契約が今年度で終了するので、次年度の契約

に向けたプロポーザルであった。 

２２日、ライオンズ贈呈式は、英語の絵本を全小学校に寄贈し

ていただいた。感謝申し上げる。 

同日、午後に学校保健会講演会は不登校の児童生徒の問題に関

するものであり、貴重な話であった。 

本日の午前は、交通安全対策会議があり警察を始め国や県の道



4 

路管理者と情報交換を行った。 

（質問はなく、教育長報告を終わる。） 

 

１０．議事  

教育長 

 

教育部長 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

教育部長 

 

 

 

 

 

 

 

総務課長 

 

 

若林委員 

議案第３号「人事案件について」を上程し、事務局の説明を求

める。 

議案第３号「人事案件について」は、人事に関する案件のため、

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第３８条の規定に基づ

き、議決を求める。 

議案第３号は、人事に関する案件のため、地方教育行政の組織

及び運営に関する法律第１４条第７項ただし書に基づき、非公開

に当たるので各委員に諮る。非公開としてよいか。 

（全委員異議なし） 

議案第３号「人事案件について」は非公開とする。関係職員以

外は退室を願う。 

（関係職員以外退室） 

《非公開》 

（議案第３号は可決される。） 

（退室した職員入室） 

 

議案第４号「亀山市亀山地区遠距離児童・生徒通学費補助金交

付要綱の一部改正について」説明を求める。 

議案第４号「亀山市亀山地区遠距離児童・生徒通学費補助金交

付要綱の一部改正について」は、亀山市亀山地区遠距離児童・生

徒通学費補助金交付要綱第３条第４号に規定する準要保護児童生

徒に対する自転車通学費の補助について、亀山市就学援助費交付

要綱第８条第４項における通学費として取り扱うことが適当であ

ることから、亀山市亀山地区遠距離児童・生徒通学費補助金交付

要綱の一部を改正するため、委員会の議決を求めます。詳細につ

いては、教育総務課長が説明します。 

 準要保護児童生徒に対する自転車通学費について、補助金を支

出する制度を変更するものです。この自転車通学費は、就学援助

費における通学費として取り扱う方が適切であると考えています。 

 この補助金に該当する児童生徒がどのくらいいるのか。自転車
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総務課長 

 

 

 

 

 

 

若林委員 

 

総務課長 

 

教育長 

 

 

 

 

総務課長 

 

 

宮村委員 

 

 

総務課長 

 

 

大萱委員 

総務課長 

 

 

 

 

宮村委員 

通学以外の遠距離の児童生徒はどのような手段で通学して、どの

くらいいるのか。 

 遠距離補助金の対象となる準要保護の児童生徒は、現時点では、

亀山中学校４２人、中部中学校３７人います。他の遠距離児童生

徒としては、例えば安坂山地区の児童に５，０００円の補助があ

りますが、人数的にはこの準要保護児童生徒の方が多い状況です。 

 また、関中学校の生徒がＪＲ、福祉バスを利用するときの定期

代、野登小学校の児童が利用するバスの定期代がこの補助金から

支出されています。 

 現在、自転車以外で通学する遠距離の児童生徒は、何人いるの

か。 

 安坂山地区のバス利用の児童が４人、関中学校のＪＲ、福祉バ

スを利用する生徒が３８人います。 

就学援助に該当していない児童生徒が、関中学校、中部中学校、

亀山中学校、野登小学校に一定数いて、これらもこの補助金に含

まれているということである。就学援助ではない部分は、省略さ

れている第３条各号に規定されている。 

就学援助に該当すると補助金額の変更はあるのか。 

補助金を支出する制度が変更されることで、補助金の増減はあ

りません。ただし、学校から現金で支出していたのが、銀行等で

の振込となるので事務的な手間は減少します。 

この項目を削除して、従前からある就学援助費の要綱で対応す

るとのことであるが、従前から補助金の重複支給を防ぐような規

定はあったのか。 

そのような規定があったわけではありませんが、事務局での運

用において重複支給を避けて、遠距離補助金で優先して支出して

いました。 

そもそも自転車通学に補助をしているのか。 

自転車通学の補助については、遠距離児童・生徒通学費補助金

か就学援助費の通学費のどちらかしかなかったので、遠距離児童・

生徒通学費補助金により支出していました。 

これらの重複支給はしていません。規定にはありませんが、運

用で対応していました。 

現実の運用に合わせるように、補助金制度を修正するこという



6 

 

総務課長 

 

 

教育長 

 

教育部長 

 

 

 

 

 

 

 

総務課長 

 

 

 

 

大萱委員 

 

総務課長 

ことか。 

そのとおりです。 

（ほかに質問はなく、議案第４号は可決される。） 

 

議案第５号「亀山市関地区遠距離児童・生徒通学費補助金交付

要綱の一部改正について」説明を求める。 

議案第５号「亀山市関地区遠距離児童・生徒通学費補助金交付

要綱の一部改正について」は、亀山市関地区遠距離児童・生徒通

学費補助金交付要綱第３条第６号に規定する準要保護児童生徒に

対する自転車通学費の補助について、亀山市就学援助費交付要綱

第８条第４項における通学費として取り扱うことが適当であるこ

とから、亀山市関地区遠距離児童・生徒通学費補助金交付要綱の

一部を改正するため、委員会の議決を求めます。詳細については、

教育総務課長が説明します。 

改正の内容は、先に説明しました亀山地区と同様ですが、なぜ

要綱が亀山地区と関地区で分かれているかと言うと、合併時に制

度の相違があったため、それぞれ要綱を制定しています。これま

でにも一本化を検討していますが、制度的に簡単にいかない部分

がありますので、このような現状となっています。 

要綱の新旧対照表で略となっている第１号から第５号はどうい

う規定か。 

通学距離が４ｋｍ以上の児童で公共交通機関の交通費全額、６

ｋｍ以上の生徒で公共交通機関の交通費全額、加太地区に住む生

徒のＪＲ運賃、関中学校の福祉バスの利用料金などが含まれてい

ます。 

（ほかに質問はなく、議案第５号は可決される。） 

 

１１．協議事項 

教育長 

 

 

太田委員 

学校課長 

 

協議事項１「平成３０年度小中学校卒業式及び幼稚園卒園式告

辞について」説明を求める。 

（幼稚園卒園式告辞事務局朗読） 

昨年と告辞の内容が同じであると思うが、このままでよいのか。 

ほぼ同内容ですが、一部修正はしています。 

（ほかに質問はなく、協議を終わる。） 
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太田委員 

 

教育長 

図書館長 

 

大萱委員 

 

学校課長 

 

教育長 

 

学校課長 

 

教育長 

若林委員 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

太田委員 

 

 

教育長 

若林委員 

 

 

 

宮村委員 

 

（小学校卒業式告辞事務局朗読） 

「憶する、途方もない」という言葉は、小学生が理解できるも

のなのか。また、題材として適切かどうか。 

そもそもこの絵本は誰を対象としているのか。 

自分で読むとなると小学生、読み聞かせとなるとさらに小さい

子も対象としていると思います。 

小学校の告辞を読んだときに、津市と告辞が同じだったことも

あった。県下で統一されているのか。 

県下で統一されているわけではありません。それは、偶然、同

じ内容であったのかと思います。 

対象が小学校６年生であるとして、「あなたは たくさんの ド

アを あけていく」というのが妥当かどうかということである。 

高学年の児童でないと、この文章の深い部分は理解できないと

思います。 

引用している部分は、２行しかないが。 

本当にたったこの２行で深い部分が読めるかどうかは疑問があ

る。その後に解説で、作者の励ましがあり、突然「自分の夢を形

にしていってください」と言った言葉が出てくるので、もう少し

深まりのある内容になったらよいのにと感じた。 

作者の解説の部分が多く、作者の解説を伝言しているような印

象がある。 

（ほかに質問はなく、協議を終わる。） 

 

（中学校卒業式事務局朗読） 

保護者や周囲の方が見守っているというのがどこかにあるとよ

い。卒業式では「失敗」という言葉はあまり使いたくない。最後

に、告辞で「ああなりたい。」というのも少し気になる。 

告辞の内容をもう一度検討するべきかと思う。 

解説が長いと感じる。また、「新しいことをやりたい。」から

始まる文章で、「など夢の形は」とあり、「など」から始まる文

章には違和感がある。残念に思う。もう少し想像力を助ける解説

であってほしい。 

内容が不適切であるとまでは思わないが、一度再考いただきた
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教育長 

 

 

 

教育長 

 

子ども課長 

 

 

 

 

 

大萱委員 

 

子ども課長 

 

 

 

 

総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

子ども課長 

 

い。小学校の告辞で「どんなことにもチャレンジできる健康な体」

に違和感を覚えた。健康になりたくてもなれない子どもたちに配

慮をお願いしたい。中学校の告辞も少しくどいとの感想を持った。

このままでいくならもう少し整理をしてほしい。判断は事務局に

お任せする。 

小学校、中学校の告辞の内容は保留として、次回の教育委員会

で決定する。 

（ほかに質問はなく、協議を終わる。） 

 

協議事項２「亀山南小学校区放課後児童クラブの整備について」

説明を求める。 

亀山南小学校区放課後児童クラブについては、定員２０名で５

年前から運営されています。近年、入所希望者が増加しており、

経営が困難になってきています。今、どこの放課後児童クラブで

も児童数の増加以上に利用率が上昇しています。この亀山南小学

校区では定員を４０名に変更するため、学校の敷地内、駐車場の

一部に新たに施設を整備したいと考えています。 

この場所は、車が止まっている位置であると思うが、職員の駐

車場所は確保できるのか。また、地域の理解は得られているのか。 

この場所は、舗装してあるところの奥で、砂利が敷かれていま

す。現在、あまり利用されているところではありませんが、広さ

を考慮すると放課後児童クラブであれば建設可能な状況です。 

また、地域の行事の際は、この砂利の部分にも駐車することは

ありますが、学校の通常業務には影響ありません。 

補足となりますが、「放課後児童クラブの学校敷地内設置に関

する考え方」を平成２５年に教育委員会で定めました。今回は、

この資料の２の場合に該当し、市当局が学校敷地内に設置しよう

とする場合、協力的な姿勢で臨むことになっています。現在、す

でに亀山南小学校の敷地内で放課後児童クラブを運営しています。

この際にも、地域の方には学校敷地外で探していただいて苦労し

た経過がありました。ここは通常は駐車をしていない場所になり

ます。 

この場所については、ＰＴＡと地域まちづくり協議会からの連

名の要望があり、地域の了解は得られています。 
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宮村委員 

 

 

子ども課長 

 

教育長 

 

 

子ども課長 

 

 

総務課長 

宮村委員 

子ども課長 

 

教育長 

 

 

 

 

亀山南小学校は、進入路が一つであり、建設予定地の建物の中

にいる場合はよいが、外で遊んでいる場合は子どもの交通安全に

十分に配慮していただきたい。 

児童の活動動線と車の動線が交差しないように、カラー舗装す

るなどの工夫をする予定です。 

放課後児童クラブの利用者が駐車することもあると思うが、保

護者や学校職員の動線があまりイメージできない。駐車スペース

としての安全性はどうか。 

建物の建設場所の詳細は今後の協議となりますので、委員の意

見を踏まえて、最大限安全に配慮し、事故防止に努めた計画とし

たいと思います。 

施設管理の面からも詳細な協議は今後になります。 

現状はどうなのか。子どもを迎えにくる家庭が多いのか。 

迎えの際は順次車が来ますので、５台の余裕があればいい状況

です。 

池の橋の部分で車の方向転換ができる。それ以上進むと学校敷

地でないとＵターンできない。交通安全に留意することでは弱い

ので、敷地内に進入する場合は、区画整理が必要であるとも思う。

教育総務課と関係者を含めてしっかりと協議願いたい。 

（ほかに質問はなく、協議を終わる。） 

 

１２．報告事項  

教育長 

 

太田委員 

 

学校課長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

報告事項１「生徒指導について」説明を求める。 

（学校課長詳細説明） 

不登校について、小学生が多い印象がある。６人の内訳はどう

なっているのか。 

小学校４年生３人、５年生１人、６年生２人という状況です。 

不登校については、昨日、学校保健会の講演会で貴重は話があ

った。２月１８日時点で、この数字から１０人以上増えている。

年度末に向けて、小学校では４０人を超え、中学校では５０人を

超えていく状況にある。そして、昨日の資料では、不登校の理由

は、学習についていけない割合が一定程度あり、情緒不安定・精

神疾患などがある。ドクターでもあり専門的資格を持つ方の意見

としては、８割以上の者は社会復帰するのであまり原因を追及す
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教育長 

 

 

宮村委員 

 

 

参事生課長 

 

 

宮村委員 

 

参事生課長 

 

 

 

宮村委員 

 

教育長 

参事生課長 

 

 

教育長 

参事生課長 

 

 

べきではないが、再登校の支援は上手にした方がよいというもの

であった。 

全国の中学校の不登校率は３％台であるが、亀山市は４％台で

あるので、亀山市教育委員会としては重要な課題であると認識し

ている。新年度事業の「魅力ある学校づくり」は、不登校を減ら

す取組となるものである。亀山中学校区で取組を進める予定にな

っている。 

（質問はなく、報告を終わる。） 

 

報告事項２「かめやま人キャンパスの方向性について」説明を

求める。 

（生涯学習課長説明） 

３年かけて市民大学を開講していくということであるが、来年

度８０名が参加すると聞いた。県の生涯学習は、参加費は有料で

あったと思うが、この事業の参加費はどうなるのか。 

地域の人材育成につながるということで、受講料は無料にする

予定ですが、ただし、材料費、資料代等の実費は求めることもあ

ります。 

この講座の中には、ビジネスにつながる部分もあるが、無料な

のか。 

地域経済の活性化ということで、受講料は無料とする予定です。

実際に商工会議所が行う企業セミナーの受講生には補助金の交付

などの支援も行われていますので、将来的なまちづくりの活性化

につながるものと考え、無料とします。 

参加者が特定の人に偏らないように広く門戸を開いて、地域の

人材育成に努めてほしい。 

今後、新図書館で活躍していただける方とも関係してくるのか。 

「まちの暮らし人」の中には朗読という活動も考えていますの

で、趣味の範囲を超えて図書館に関わってもらえると考えていま

す。 

２年目は、新規の受講生はいるのか。 

１年目の受講生はそのまま２年目に進みますが、２年目の新規

の受講生は新たに募集をします。やめる方もいるので、展開の柔

軟性を残して進めていきます。今後のカリキュラムの見直しも含
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太田委員 

参事生課長 

 

 

教育長 

 

大萱委員 

図書館長 

 

教育長 

図書館長 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

めて検討していきます。 

講座の年間開催回数は、どのくらいなのか。 

年間８回程度です。 

（ほかに質問はなく、報告を終わる。） 

 

報告事項３「図書館利用状況について」説明を求める。 

（図書館長詳細説明） 

来月のテーマ展示を教えてほしい。 

「本でたどる平成」として準備しています。館内ミニコーナー

は「ジャケ借り」を企画しています。 

図書館まつりは、大変好評であった。 

図書館まつりは、ボランティアの方々にとっても励みになりま

した。来年度どのように実施するかは、今回の反省を踏まえて検

討します。 

（ほかに質問はなく、報告を終わる。） 

 

報告事項４「工事及び委託事業の発注状況」説明を求める。 

（総務課長詳細説明） 

（質問はなく、報告を終わる。） 

 

報告事項５「教育委員会行事報告及び予定表」説明を求める。 

（総務課長、学校課長、参事生課長、図書館長及び子ども課長） 

（質問はなく、報告を終わる。） 

 

１３．その他  

総務課長 （平成３０年度小中学校卒業式、幼稚園卒園式出席者について） 

 

 

１４．閉会 

   午後３時 

 

 

 


